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事業の目的と概要

健幸
運動習慣・健康管理習慣

×
新しいコミュニティの形

デジタルデバイド産学官連携

事業効果のイメージ

➤ 市役所で実施の歩数対決の外展開として個人やチームごとに歩数を競い合って楽しみながら歩いてもらう。
➤ 実施についてはスマホの保有者を想定し、スマホにアプリを入れ、歩数等の情報を吸い上げる。
➤ 収集データについては将来的に大学等の研究機関や民間企業に渡し、研究やサービス開発に活用いただく。

【大まかな事業の流れ（案）】

①参加チーム募集（個人参加の場合も事務局でチーム分けを行う） ②事業説明やアプリの設定

③各自歩いてもらい、チーム内のLINE（全体でも可）で歩数の報告や「がんばりましょう」などのコミュニケー

ションを行う ④集計 ⑤結果発表・表彰（商品は電子マネー等を想定） ⑥アプリを使って継続的にウォーキング

➤ 競争という目的の中で歩数を増やし
ていただく。

➤ 汎用的なアプリを入れてもらうこと
で市事業後も自主的・継続的に取り
組みやすい事業とする。

➤ スマホの日常使いを身に付ける。
➤ LINEを使ったコミュニケーションに
なれていただく。

➤ （将来的な展開として）
データをオープンな連携基盤等に
公開するなど、研究機関や民間事業
者が活用されることを期待。

スマホの日常利用健康データの収集
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既存の民間サービスを使うことで
対決終了後も自主的に健康状態等を
チェックする習慣をつけていただける

「チーム」での「競争」とすることで
歩数を増やそうという動機づけを行う

A B C

スマホアプリの利用に
より、集計の負担軽減
やリアルタイムでの状
況確認を可能にする

チームごとにLINEグループ
を作り、原則毎日の状況を
報告する。

スマホを使ったコミュニケーション
を体感・体験していただく。

事業概要

・URLの送付だけで配布可能
・利用者登録不要でスマホあれ
ば使える

・事務手数料０％
（配布額＝事業費）
・QR決済未体験の方にも低い
ハードルで利用可能

チームに分かれて競争 チーム内で適宜報告 競争しながらどんどん歩く 表彰

商品はQR決済サービスを想定

チームや個人の表彰、
参加賞などの交付
（対象は要精査）

市役所で実施の場合 外展開の場合

logoチャットで適宜、進捗状況の周知
LINEで代替可能【活発にコミュニケーションを取って
いただき、積極的に歩いていただく】

Excelで報告・事務局が集計
民間アプリを活用し、自動集計・即時反映【事務局の負
担なく、個人で適宜、簡単に状況を確認いただける】

優勝チーム等に商品を交付
QR決済サービス（クオカードペイを想定）で交付【デジ
タルデバイド対策の側面も兼ねる】

庁内版との違い
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パターンA -既存の民間サービスを利用 パターンB –ビワテクを利用

メ
リ
ッ
ト

・必要な情報がわかりやすく表示されるものを選定できる。
・集計が容易。
・必要な情報に応じたデバイスを活用し、研究機関の求めに応
じて柔軟に対応できる。
・商品となるポイントの付与までアプリで対応できる可能性が
ある。

デ
メ
リ
ッ
ト

・アプリやデバイスの調達が必要。
・費用負担がある。

メ
リ
ッ
ト

・既存のアプリを活用するため、使用料がかからない。

デ
メ
リ
ッ
ト

・集計の負担がある。（⇒研究機関に集計の委託もできる？）
・対決をする上で他の人の情報や他チームの状況がわからな
い。（＝競争意識が持ちづらい）
・取得できる情報が限られる。

➤ 集計の事務負担や競争のインセンティブ（随時状況確認ができる）のためには、それぞれの歩数を吸い上げ、
即時で参加者が見れるようなアプリを使うことが望ましい。

➤ 先に研究機関と調整し、どのような情報が欲しいかの希望を聞きつつ、参加者が気軽に取り組めるよう、アプ
リやウェアラブルデバイスで簡単に吸い上げできるような情報とのバランスを取りつつ事業検討が必要。

今回の提案はより簡単
に実施可能なスマホア
プリでの実施を想定。

今後の展開でウェアラ
ブルデバイスも検討。

現状は機能がないため、
今回の提案内容に沿っ
た運用はできないが、
改修等により、対応で
きないかも検討。
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〇 アプリについて
資料はドコモの提案書の抜粋であるが、他のアプリでも類似の
対決機能を有するものはいくつかあるため、ダウンロード数等
でしばりプロポーザルで提案してもらう。

基本機能の部分はアプリを入れるだけで誰でも無料で使えることから、事
業終了後も継続して歩数アプリ等で健康管理を行っていただくことを想定。
※上記によらず、「対決」の部分を除けば多くのアプリが無料で利用可能。

〇費用の想定
初期費用１０万円＋150円×50人×１２か月＋
ウォーキングイベント500,000円＝ 690,000円（税抜）

多くの対決アプリは「法人向け」であるが、仕組みとして
市がアカウント管理をしていれば外の団体等が使うことは
問題なくできるはずなので、先進的な取組としてドコモや
NTTと調整の余地があると考える。
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使い方が簡単➤ アプリ不要、個人情報の入力不要

事務手数料がかからず、配布の手間も少ない

デモ用
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アクティブユーザーを年代別でみると、
60代、70代、80代がTOP3となっている。
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